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1°はじめに

生瀧篭欝綿震』謝脇簿;蕊ょ雪駕獣逗薩駕鯖
授業をす鋤:できた今年の4月後半は学生がほとんどいなかった昨年のｷｬﾝパｽがときど
き思い出ざ鼠て、通常のありがたさがしみじみと心にしみた。

でも、熊本大学黒髪キャンパスでは、被災した工学部1号館の建て替えが決まったため、こ

の4月から仮設の大プレハブ校舎での教育・研究が始まっており（図1）、また教育学部本館

周囲にも足場が組まれていて、そうした様子を目にすると、いよいよ大学でも本格的な復旧工

事が始まったと実感される。被災した国指定重要文化財-の赤レンガ建物、五高記念館や化学実

験場、工学部研究資料館の修復もこれからである（図2）。ようやく発災から1年目にして動

き出した感がある。

平成28年（2016年）熊本地震では多くの文化財が被害を受けた。なかでも国指定特別史跡

熊本城跡の被災については、前震直後からさまざまなかたちで報道され、そのあともことある

ごとにマスコミで取り上げられているから、人々の熊本城被災にかんする記憶はつねに更新さ

れてきている。二の丸広場や加藤神社から大天守や小天守、宇土櫓の被災した姿を眺める人々

の波も途切れることがない。いまや熊本城は、熊本地震の記憶を人々の脳裏に刻む重要なツー

ルとなっている。

このように、熊本城を通じて熊本地震の記憶が後世に伝えられることはとても喜ばしいこと

である。しかし、熊本城以外の文化財書、たとえば国指定重要文化財の楼門が倒壊した阿蘇神社

でさえ、報道で取り上げられる機会は大きく減少していると感じる。国史跡の装飾古墳である

井寺古墳をはじめとして古墳も多く被災しているが、その現在の様子は一般にはほとんど伝え

られていないのではないか。私たちは熊本城以外にも多くの文化財が被災していることを忘れ

てはならないし、とくに歴史教育・研究や文化財保護にかかわる我々はそのことを伝え続けて

／

図1熊本大学工学部の仮設プレハブ校舎図2熊本大学五高記念館破損煙突の保管状況
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